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(57)【要約】
【課題】ポリ乳酸樹脂容器やポリ乳酸樹脂層を有する積層体容器等のポリ乳酸樹脂面に対
し適度な強さの接着性を有し、その開封剥離に際し良好な剥離感を与える易剥離性シーラ
ント、そのシーラント層を備え、ポリ乳酸樹脂容器等の密封に用いる蓋体、更に、本発明
のシーラントで封止したポリ乳酸樹脂製の易開封性密閉容器を提供する。
【解決手段】エチレン・不飽和カルボン酸共重合体（Ａ）１５～８０重量部、ポリエチレ
ン、エチレン・α－オレフィン共重合体、エチレン・ビニルエステル共重合体及びエチレ
ン・不飽和カルボン酸エステル共重合体から選ばれた少なくとも１種の樹脂（Ｂ）１０～
８０重量部、粘着付与樹脂（Ｃ）３～３０重量部（但し（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）合計１０
０重量部）を含有してなる樹脂組成物からなるポリ乳酸系樹脂用シーラント、及び、その
シーラント層を備えたポリ乳酸樹脂容器密封用蓋体、及び、そのシーラントで封止したポ
リ乳酸樹脂製易開封性密閉容器。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレン・不飽和カルボン酸共重合体（Ａ）１５～８０重量部、ポリエチレン、エチレ
ン・αーオレフィン共重合体、エチレン・ビニルエステル共重合体及びエチレン・不飽和
カルボン酸エステル共重合体から選ばれた少なくとも１種の樹脂（Ｂ）１０～８０重量部
、粘着付与樹脂（Ｃ）３～３０重量部（但し（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）合計１００重量部）
を含有してなる樹脂組成物からなるポリ乳酸樹脂用シーラント。
【請求項２】
　前記樹脂組成物１００重量部に対し、脂肪族アミド、脂肪酸ビスアミド、ポリエチレン
グリコール、水添ひまし油及びシリカから選ばれた少なくとも１種の添加剤３００ｐｐｍ
～１０重量部を更に配合してなる請求項１記載のシーラント。
【請求項３】
　前記樹脂（Ｂ）がポリエチレンとエチレン・αーオレフィン共重合体との混合物からな
る請求項１又は２記載のシーラント。
【請求項４】
　前記粘着付与樹脂（Ｃ）が、脂肪族系炭化水素樹脂、脂環族系炭化水素樹脂、芳香族系
炭化水素樹脂、ポリテルペン系樹脂、ロジン類、スチレン系樹脂から選ばれる少なくとも
１種の樹脂である請求項１～３の何れかに記載のシーラント。
【請求項５】
　請求項１～４の何れかに記載のシーラントの層を有する積層体又は蓋体。
【請求項６】
　基材層の少なくとも１面に直接又は中間層を介して前記シーラントが表層として積層さ
れている請求項５記載の積層体又は蓋体。
【請求項７】
　前記基材層が紙、ポリエステル樹脂フィルム、ナイロン樹脂フィルム、ポリオレフィン
樹脂フィルムから選ばれた１種からなる層である請求項６記載の積層体又は蓋体。
【請求項８】
　前記中間層がアルミニウム、ポリエチレン、エチレン・αーオレフィン共重合体、エチ
レン・ビニルエステル共重合体及びエチレン・不飽和カルボン酸エステル共重合体から選
ばれた少なくとも１種の層からなる請求項６又は７記載の積層体又は蓋体。
【請求項９】
　少なくともその表面がポリ乳酸樹脂からなる成形体を請求項１～４の何れかに記載のシ
ーラントでヒートシールしてなる成形体。
【請求項１０】
　成形体が容器である請求項９記載の成形体。
【請求項１１】
　容器本体とそれを封止する封止材又は蓋体とからなり、容器本体は少なくともその表面
がポリ乳酸樹脂からなる密封容器に於いて、
　前記容器本体ポリ乳酸樹脂が、請求項１～４の何れかに記載のシーラント又は請求項５
～８の何れかに記載の積層体又は蓋体で封止されてなることを特徴とする密封容器。
【請求項１２】
　前記容器本体が紙基材に直接又は中間層を介してポリ乳酸樹脂を表面コートしてなるも
のである請求項１０記載の容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリ乳酸樹脂用シーラント、該シーラント層を有するポリ乳酸樹脂の易剥離
性シール用積層体、蓋体、及び前記シーラントを用いて封止されたポリ乳酸樹脂容器に関
する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、地球環境保全の観点から、特に地球温暖化に関与している炭酸ガスの排出量削減
が重要な課題となっている。
　この問題を解決する為に、合成樹脂のリサイクルや使用規制などと共に天然物、特に植
物由来成分の利用に対する関心が高まっており、開発が進められている。
　ポリ乳酸樹脂は乳酸類の重合体であり、乳酸はデンプンや糖類など植物由来の原料を発
酵させて得られる所謂再生可能資源であり、然も使用済み樹脂は、土、堆肥中で微生物に
より生分解されるため、近年、石油などの化石資源を原料とする従来の熱可塑性樹脂に替
えて各分野で使用されつつある。
【０００３】
　然も、比較的臭いが付着しにくい特性を有し、透明性で、且つ比較的高い機械的強度を
有するものを得ることができることから、食品、飲料、化粧品等の容器、包装フイルム、
袋等の用途から精密電子部品の包装用の用途に至るまで広範囲の分野での使用が有望視さ
れ、多数の用途発明、改良発明等が提案されると共に一部は既に実用化されている。
　又、各種容器、包装用フィルムや袋等には、ポリ乳酸樹脂単体からなる成型体を用いる
場合もあるが、該樹脂層に対し補強的役割を果たす紙や他種樹脂層と積層して用いる場合
も多い。
【０００４】
　特許文献１には、手切れ性が良好で、且つ、剥離開封も容易なため食品、医薬品等の包
装材料として好適な透明性のポリ乳酸系フィルムと該フィルムにシーラントを積層した積
層フィルム材の発明が開示されている。
　又、特許文献２には、ポリ乳酸系樹脂を用い、コップ等のような比較的深絞りの容器類
を、樹脂本来の透明性や剛性を維持したまま製造できる方法、及び該方法で得られた容器
類等の成形品の発明が開示されている。
　更に、特許文献３にはポリ乳酸樹脂基材フィルムにポリブチレンサクシネート層とポリ
ブチレンサクシネート・ポリエチレン組成物層の２層を積層してなる易剥離性蓋材でポリ
乳酸樹脂成形容器をシールし、密封してなる生分解性包装体の発明が開示されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－２５６７９５号公報
【特許文献２】特開２００５－３１９７１８号公報
【特許文献３】特開２００７－２２３２０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　各種食品、飲料や化粧品等に用いる多くの容器では、内容物を充填した後にシーラント
を塗布した蓋体等で密封し、使用時にはシール蓋等を剥離して内容物を取り出す。
　この内容物を取出す際の蓋体等の剥離がスムーズに遂行されるためには、容器本体と蓋
体との接着強度が適度であることが必要で、接着強度が強すぎると、剥離に過度の力を要
するだけでなく、極端な場合は容器本体が破損したり、蓋体が引きちぎられる等の不都合
を招来する、一方、接着強度が弱すぎると運搬時や貯蔵時に於ける極軽い衝撃で蓋体が剥
離脱落したり、極端な場合には、温度差や自重等による極軽度の衝撃、変形等で自然に脱
落したりたりする不都合が生じる。
【０００７】
　好適な接着強度は容器サイズ、重量、保存時、運搬時の振動の激しさ等種々の外的、内
的条件に依存するが、一般の食品容器、例えばヨーグルト、ジュース等のプラスチック容
器に用いる易剥離蓋の場合、一般に３Ｎ／１５ｍｍから２０Ｎ／１５ｍｍ（Ｔ型剥離）程
度の接着強度が適当とされている。
　又、最近では、剥離の際シーラント等の残渣を残さず常に界面剥離でき然も剥離感が良
好なこと、即ち、適度な力でスムーズにほぼ一定速度で剥離でき、更には、所望位置でい
つでも剥離を停止でき、その状態を保持できること等が要求されるようになってきている
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。
　勿論、シーラントの接着強度は接着すべき基材の種類によって相違し、それぞれの材質
に応じて適当なシーラントが選択される。
【０００８】
　従来汎用されていたプラスチック素材では、それぞれに適したシーラントが知られ、上
記接着強度が特に問題視されることも無く使用されていた。
　ところが、ポリ乳酸樹脂成型体やポリ乳酸樹脂層をその表面に有する成形体たとえばポ
リ乳酸樹脂層をその表面に有する積層体からなる容器等には、それに用いるシーラントで
、食品衛生面等からも問題が無く、然も上記適度な接着強度有し、且つ良好な剥離感を有
するものが容易に見つからず、この問題は現在に至るも未だ完全には解決されていない。
　従って、当業界からそのようなシーラントの提供が強く求められている。
【０００９】
　そこで本発明者等は上記要望を満たすべく鋭意研究を重ねた結果、エチレン・不飽和カ
ルボン酸共重合体とポリエチレン、エチレン・αーオレフィン共重合体等の特定エチレン
系重合体又はそれらの混合物と粘着付与樹脂とを特定量比で配合した樹脂組成物がポリ乳
酸樹脂成型体のシーラントとして上記要件を全て充足することを見出し、この知見に基づ
き本発明を完成した。
【００１０】
　従って、本発明の目的は、ポリ乳酸樹脂容器やポリ乳酸樹脂層を有する積層体容器等の
ポリ乳酸樹脂に対し適度な強さの接着性を有し、その開封剥離に際し良好な剥離感を与え
る易剥離性シーラントを提供するにある。
　又、本発明の他の目的は上記シーラント層を易開封性接着層として有し、ポリ乳酸樹脂
容器、該樹脂層を有する積層容器等の密封に用いる積層体や蓋体を提供するにある。
　更に、本発明の別の目的は上記シーラントで封止したポリ乳酸樹脂の易開封性密閉容器
を提供するにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明によれば、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体（Ａ）１５～８０重量部、ポリ
エチレン、エチレン・αーオレフィン共重合体、エチレン・ビニルエステル共重合体及び
エチレン・不飽和カルボン酸エステル共重合体から選ばれた少なくとも１種の樹脂（Ｂ）
１０～８０重量部、粘着付与樹脂（Ｃ）３～３０重量部（但し（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）合
計１００重量部）を含有してなる樹脂組成物からなるポリ乳酸樹脂用シーラントに関する
。
【００１２】
　本発明のシーラントでは、前記樹脂混合物１００重量部に対し、脂肪族アミド、脂肪酸
ビスアミド、ポリエチレングリコール、水添ひまし油及びシリカから選ばれた少なくとも
１種の添加剤３００ｐｐｍ～１０重量部を更に配合してなることが好ましい。
【００１３】
　又、本発明においては前記樹脂（Ｂ）がポリエチレンとエチレン・α－オレフィン共重
合体との混合物であることが好ましい。
　又、本発明においては粘着付与樹脂が脂肪族系炭化水素樹脂、脂環族系炭化水素樹脂、
芳香族系炭化水素樹脂、ポリテルペン系樹脂、ロジン類、スチレン系樹脂から選ばれる少
なくとも１種の樹脂であることが好ましい。
【００１４】
　又、本発明によれば、上記のシーラント層を有する積層体又は蓋体が提供される。
【００１５】
　該積層体又は蓋体は、基材層の少なくとも１面に直接又は中間層を介して前記シーラン
トが表層として積層されている態様のものが好ましい。
【００１６】
　前記基材層は紙、ポリエステル樹脂フィルム、ナイロン樹脂フィルム、ポリオレフィン
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樹脂フィルムから選ばれた１種からなる層であることが好ましい。
【００１７】
　又、前記中間層は、アルミニウム、ポリエチレン、エチレン・αーオレフィン共重合体
、エチレン・ビニルエステル共重合体及びエチレン・不飽和カルボン酸エステル共重合体
から選ばれた少なくとも１種の層からなることが好ましい。
【００１８】
　また本発明によれば少なくともその表面がポリ乳酸樹脂からなる成形体を請求項１～４
の何れかに記載のシーラントでヒートシールしてなる成形体が提供される。前記成形体は
容器が好ましい。
【００１９】
　更に、本発明によれば、容器本体とそれを封止する封止材又は蓋体とからなり、容器本
体は少なくともその表面がポリ乳酸樹脂からなる密封容器に於いて、
　前記容器本体が、前記本発明のシーラント又は前記本発明の積層体又は蓋体で封止され
てなることを特徴とする密封容器が提供される。
　前記容器本体には、紙基材に直接又は中間層を介してポリ乳酸樹脂を表面コートしてな
る態様のものが含まれる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明に係るシーラントは、ポリ乳酸樹脂容器やポリ乳酸樹脂層を有する積層体容器等
のポリ乳酸樹脂面に対し適度な強さの接着性を有し、又、その開封の際にその開封が容易
であり、被着面に残渣を残さず界面剥離でき、スムーズで良好な剥離感を与える。
　そのため、ポリ乳酸の成形体やポリ乳酸樹脂を少なくともその表面に有する成型体用の
易剥離性シーラントとして有用で、例えばポリ乳酸系樹脂からなる易開封性の袋や容器、
その封止蓋等に好適に施用できる。
　又、本発明に係るシーラントを用いて成形体のポリ乳酸樹脂面をシールしたポリ乳酸樹
脂を少なくともその表層に有する成形体は、内容物保護性に優れ、易開封性容器に実用上
要求される好適なシール強度を保持し、然も開封が容易で剥離の際良好な剥離感を与え、
且つ開封部にシーラントが残存しないといった易剥離開封性の包装材として極めて優れた
性能を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下に、本発明に係る実施形態について詳細且つ具体的に説明する。
　既に述べたとおり、本発明のシーラントはエチレン・不飽和カルボン酸共重合体（Ａ）
１５～８０重量部、ポリエチレン、エチレン・αーオレフィン共重合体、エチレン・ビニ
ルエステル共重合体及びエチレン・不飽和カルボン酸エステル共重合体から選ばれた少な
くとも１種の樹脂（Ｂ）１０～８０重量部、粘着付与樹脂（Ｃ）３～３０重量部（但し（
Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）合計１００重量部）を含有してなる樹脂組成物からなるポリ乳酸系
樹脂用シーラントである。
【００２２】
　本発明のシーラントを構成する樹脂組成物（以下単にシーラント組成物ということがあ
る）において、その樹脂成分の一つである（Ａ）エチレン・不飽和カルボン酸共重合体と
は、エチレン・不飽和カルボン酸二元共重合体のみならず、エチレン・不飽和カルボン酸
・不飽和カルボン酸エステル共重合体等のエチレンと不飽和カルボン酸成分を必須重合成
分として含有する三元系以上の多元共重合体をも包含する。
　本発明シーラントに於ける（Ａ）成分には、共重合体がより柔軟である点からエチレン
・不飽和カルボン酸・不飽和カルボン酸エステル共重合体等の三元共重合体の使用がより
好ましい。
【００２３】
　エチレンと共重合すべき不飽和カルボン酸としては、例えば、アクリル酸、メタクリル
酸、エタクリル酸、クロトン酸、フマル酸、マレイン酸、マレイン酸モノメチル、無水マ
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レイン酸、イタコン酸及び無水イタコン酸等を例示することができる。
　これらの内ではアクリル酸又はメタクリル酸が特に好ましい。
【００２４】
　又、不飽和カルボン酸エステルとしては、前記不飽和カルボン酸の炭素数１～２０のア
ルキルエステルを挙げることができ、アルキル基としてより具体的には、メチル、エチル
、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、２－エチルヘキシル、イソオ
クチル等のアルキル基を例示することができる。
　これらの内ではアクリル酸又はメタクリル酸のアルキルエステル、特にアクリル酸又は
メタクリル酸のメチル、エチル、イソブチルエステルが好ましい。
【００２５】
　前記共重合体中の不飽和カルボン酸単位の含有率は２～２０重量％が好ましい。
　又、不飽和カルボン酸エステル成分を含む共重合体では、該エステル単位の含有率が０
～２０重量％のものが好ましい。
　又、該共重合体のメルトフローレート（ＭＦＲ）（ＪＩＳ　Ｋ７２１０に準拠　１９０
℃　２１６０ｇ荷重）が、０．０５～５００ｇ／１０分、特に０．２～３００ｇ/１０分
であることが好ましい。
【００２６】
　本発明で前記（Ａ）成分と混合する（Ｂ）成分としてはポリエチレン、エチレン・α－
オレフィン共重合体、エチレン・ビニルエステル共重合体及びエチレン・不飽和カルボン
酸エステル共重合体から選ばれた１種又は２種以上の樹脂が使用される。
　ポリエチレンとしては、そのＭＦＲ（ＪＩＳ　Ｋ７２１０に準拠　１９０℃、２１６０
ｇ荷重）が１～４００ｇ／１０分の範囲にあるものが好ましく、その他は特に限定されな
いが、密度が９０５～９３０ｋｇ／ｍ３低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）の使用がより好
ましい。
　次に、エチレン・α－オレフィン共重合体のαーオレフィンとしてはプロピレン、ブテ
ン－１、ペンテン－１、ヘキセン－１、オクテン－１、３－メチルーブテン－１、３，３
－ジメチルブテンー１、４－メチルペンテンー１等を例示することができる。
　上記（Ｂ）成分に用いるエチレン・α－オレフィン共重合体は高結晶性のものよりはむ
しろ低結晶性乃至非結晶性のものが好ましく、その結晶化度は４０％以下であることが好
ましい。又エチレン・αーオレフィン共重合体中のαオレフィン単位の含有率は１～２０
モル％が好ましい。
　又、そのＭＦＲ（ＪＩＳ　Ｋ７２１０に準拠　１９０℃、２１６０ｇ荷重）は１～４０
０ｇ／１０分の範囲にあるものが好ましい。
　又、エチレン－ビニルエステル共重合体のビニルエステルとしては酢酸ビニル、プロピ
オン酸ビニルを例示出来、共重合体中のビニルエステル単位含有率は２～４５重量％が好
ましい。
　又、エチレン－ビニルエステル共重合体のＭＦＲ（ＪＩＳ　Ｋ７２１０に準拠　１９０
℃、２１６０ｇ荷重）は１～４００ｇ／１０分の範囲にあるものが好ましい。
　更に、エチレン・不飽和カルボン酸エステル共重合体の不飽和カルボン酸エステル成分
としては、前記（Ａ）成分に於けるエチレン・不飽和カルボン酸・不飽和カルボン酸エス
テル共重合体等に用いられる不飽和カルボン酸エステル類を例示出来、アクリル酸メチル
、アクリル酸エチル、アクリル酸イソブチル、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル
、メタクリル酸ブチル等が好ましい。　共重合体中のカルボン酸エステル含量は２～２５
重量％が好ましい。
　　（Ｂ）成分樹脂としては必ずしも上記重合体、共重合体の１種類に限ることなく２種
以上の混合物を用いてよい。
　特に、（Ｂ）成分として前記ポリエチレンとエチレン・α－オレフィン共重合体との重
量比１：４～４：１の樹脂混合物を用いることが、ポリ乳酸樹脂とのシール強度の点から
好ましい。
【００２７】
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　本発明のシーラント組成物に（Ｃ）成分として用いる粘着付与樹脂としては、脂肪族系
炭化水素樹脂、脂環族系炭化水素樹脂、芳香族系炭化水素樹脂、ポリテルペン系樹脂、ロ
ジン類、スチレン系樹脂が挙げられる。
　脂肪族系炭化水素樹脂としては、例えばブテン、イソブチレン、ブタジエン、１，３－
ペンタジエン等のＣ４及び／又はＣ５のオレフィン、ジオレフィンを主成分とした重合体
、又脂環族系炭化水素樹脂としては、例えばスペントＣ４～Ｃ５留分中のジエン成分を環
化二量体化後重合した樹脂、シクロペンタジエンなどの環状モノマーを重合した樹脂、芳
香族系炭化水素樹脂を核内水添した樹脂等が挙げられる。
　又、芳香族系炭化水素樹脂としては、ビニルトルエン、インデン、αーメチルスチレン
等のＣ９のビニル芳香族炭化水素を主成分とする樹脂が例示できる。
　更に、ポリテルペン系樹脂としては具体的にはαーピネン重合体、βーピネン重合体、
ジペンテン重合体、テルペン・フェノール共重合体が挙げられ、ロジン類としてはロジン
、重合ロジン、水添ロジン、ロジンのグリセリンエステル及びその水添物又はその重合体
及びロジンのペンタエリスリットエステル及びその水添物又はその重合体が挙げられる。
　スチレン系樹脂としてはスチレン系モノマーの重合体、スチレン・オレフィン共重合体
、ビニルトルエン・α－メチルスチレン共重合体が例示できる。
　これら粘着付与樹脂は軟化点が９０～１５０℃の範囲にあることが好ましい。
【００２８】
　本発明のシーラント組成物に於いては、上記（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）必須樹脂成分の他
に更に飽和又は不飽和の脂肪酸アミド、飽和又は不飽和の脂肪酸ビスアミド、ポリエチレ
ングリコール、水添ひまし油及びシリカから選ばれた少なくとも１種の添加剤を加えるこ
とが好ましい。
　これら特定添加剤は本発明のシーラント組成物をペレット化した時等にそのブロッキン
グを防止し、又、押出成形加工時及びコーティング加工時に於けるフィルム同士のブロッ
キング或いは金属ロールとのステイクを防止し、更には巻き戻し、スリット、製袋、打ち
抜き、充填等の後工程が必要な場合にその作業性を改善する。
【００２９】
　上記飽和又は不飽和の脂肪酸アミドとしては、Ｃ８からＣ２２までの飽和直鎖脂肪酸及
びモノ不飽和脂肪酸のアミドが好ましく、具体的にはパルミチン酸アミド、ステアリン酸
アミド、ベヘニン酸アミド、オレイン酸アミド、エルカ酸アミド及びこれらの混合物など
が挙げられる。
　更に、脂肪酸アミドとしてオレイルパルミトアミド、ステアリルエルカアミドのような
２級アミドを用いることもできる。
　又、飽和又は不飽和脂肪酸ビスアミドとしては、Ｃ８からＣ２２までのＮ，Ｎ’ーメチ
レンビスアミド又はＮ，Ｎ’ーエチレンビスアミドを主体とするもので、それらの中では
、ステアリン酸、ベヘニン酸、オレイン酸、エルカ酸等のメチレンビスアミド及びステア
リン酸、ベヘニン酸、オレイン酸、エルカ酸等のエチレンビスアミドが好適である。
【００３０】
　これらの添加剤の配合量は前記必須成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の合計配合量１００重
量部に対し３００ｐｐｍ～１０重量部が適当で、特に飽和又は不飽和脂肪酸アミド、飽和
又は不飽和脂肪酸ビスアミド、ポリエチレングリコール、水添ひまし油の場合は３００～
１００００ｐｐｍ、シリカの場合は０．１～３重量部が好ましい。
【００３１】
　本発明のシーラント組成物では、上記（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）各必須成分が下記配合割
合の範囲内にあることが必要である（（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）合計＝１００％）。
　（Ａ）成分　　　１５～８０重量％
　（Ｂ）成分　　　１０～８０重量％
　（Ｃ）成分　　　　３～３０重量％
　（Ａ）成分の配合量が１５重量％未満であると、本発明のシール対象樹脂であるポリ乳
酸樹脂にヒートシールした場合、該樹脂界面でのスムーズな剥離の担保が困難となり、８
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０重量％より多い場合は、（Ｃ）成分である粘着付与樹脂との相溶性が低下し、いずれも
好ましくない。
　一方（Ｂ）成分の配合量が１０重量％より少ない場合は、（Ｃ）成分（粘着付与樹脂）
との相溶性が悪く、８０重量％よりも多い場合はシール部破壊が起るようになり、いずれ
も好ましくない。
　又、（Ｃ）成分の配合量が３重量％より少ないとポリ乳酸樹脂に対する接着強度が弱く
、３０重量％よりも多い場合は逆に強すぎ、又ブロッキングも著しくなるためいずれも好
ましくない。本発明では特に（Ｂ）成分としてポリエチレン（ｂ１）と（ｂ２）低結晶性
乃至非結晶性のエチレンーαオレフィン共重合体を併用することが好ましく、この場合は
各成分が下記配合割合の範囲にあることが好ましい。
　（Ａ）成分　　　　　　　　１５～８０重量％
　（ｂ１）成分　　　　　　　　２～６４重量％
　（ｂ２）成分　　　　　　　６４～２重量％
　（Ｃ）成分　　　　　　　　　３～３０重量％
　　　（ただし（Ａ）、（ｂ１）、（ｂ２）、（Ｃ）の合計量は１００重量％、（ｂ１）
、（ｂ２）の合計量は１０～８０重量％である）
【００３２】
　本発明のシーラント組成物を得るには上記（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）成分に、所望により
前記脂肪酸アミド等の添加剤を配合し、同時又は逐次的に混合する。
　混合方法としては単軸押出機、二軸押出機、バンバリーミキサー、各種ニーダーを用い
て溶融混合する方法が好ましく、又、混合順序にも特に制限はない。
　本発明のシーラント組成物は、前記各成分を混合し、溶融混練した後の組成物のメルト
フローレート（ＭＦＲ）が１～４００（ｇ／１０分）の範囲にあることが好ましい。
　該組成物のＭＦＲが１以下では粘度が高すぎて樹脂圧力が上がり、又、モーター負荷が
大きくなって押出成形性、コーティング作業性に難を来たし、一方ＭＦＲが４００以上で
はシール部の界面剥離性が阻害され、いずれも好ましくない。
　又、本発明のシーラント組成物は押出コーティング成形する場合には、成形性の点から
ＭＦＲが１～１５０ｇ／１０分の範囲にあることが好ましく、高粘度コーターを用いてコ
ーティングする場合にはＭＦＲが５０～４００ｇ／１０分の範囲が好ましい。
【００３３】
　上記本発明のシーラント組成物は、インフレーション、Ｔダイキャスト等の方法で、単
独でフィルム化でき、又、ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン・酢酸ビニル共重合
体、エチレン・メタクリル酸共重合体やそのアイオノマー、ナイロン、ポリエステル、ポ
リスチレン等適当な他樹脂と共押出インフレーション成形又は共押出キャスト成形して共
押出フィルムとすることもできる。
　そして、このようにして得られた単体フィルムはそのままポリ乳酸樹脂成型体の封止用
剤として用いることができ、又、共押出フィルムでは本発明のシーラント層をヒートシー
ル層としてポリ乳酸樹脂成型体の封止用積層体又は封止蓋体として用いられる。
【００３４】
　更に、上記単体フィルム又は共押出フィルムを、延伸又は無延伸のポリプロピレン樹脂
、ナイロン樹脂、ポリエリエステル樹脂等のフィルム又はシート、アルミ箔、セロファン
、紙、更にはその他の複合フィルム又はシート等とドライラミネーション或いはサンドイ
ッチラミネーションを行うことによってポリ乳酸樹脂成型体の封止用の積層体又は蓋体を
作製することも出来る。
　又、本発明のシーラント組成物を、紙、板紙、アルミ箔、各種プラスチックフィルム、
シート等の基材に押出コーティング、ロールコーティング、キャストコーティング等の方
法でコーティングし前記封止用積層体又は蓋体とすることができる。
　更に、グラビアロールコート方式、キャストコート方式等の高粘度コーターによって各
種基材に対して塗布し積層体化することもできる。
【００３５】



(9) JP 2009-209202 A 2009.9.17

10

20

30

40

50

　上記ポリ乳酸樹脂成型体封止用の積層体又は蓋体の積層構成例として、例えば、
　紙、ＰＥＴ、ナイロン等の基材層／シーラント層、基材層／ポリエチレン層（中間層）
／シーラント層、シーラント層／基材層／シーラント層、シーラント層／中間層／基材層
／中間層／シーラント層、等を挙げることができる。
　上記層構成の積層体に於いて、基材層としては、紙、ポリエステル樹脂フィルム、ナイ
ロン樹脂フィルム、ポリオレフィン樹脂フィルム等を例示することが出来、中間層として
用いられる素材として、例えば、アルミニウム、ポリエチレン、エチレン・α－オレフィ
ン共重合体、エチレン・ビニルエステル共重合体及びエチレン・不飽和カルボン酸エステ
ル共重合体等を挙げることができる。
【００３６】
　既に述べたとおり、本発明のシーラントは、単体フィルムや積層体又は蓋体としてポリ
乳酸樹脂容器やポリ乳酸樹脂層を有する積層体容器等のポリ乳酸樹脂を少なくともその表
面に有する成形体のポリ乳酸樹脂面をヒートシールすることにより該成形体の封止、特に
易開封性封止に適用される。
　本発明に於いてポリ乳酸樹脂とは、乳酸類の重合体であるポリ乳酸や乳酸類を主たる原
料とする乳酸共重合体、例えば、乳酸・ヒドロキシカルボン酸共重合体や乳酸・脂肪族多
価アルコール・脂肪族多塩基酸共重合体等がそれに該当するのは勿論であるが、更に、該
重合体及び／又は共重合体を主成分とする樹脂組成物をも包含する。
　このような樹脂組成物の一例として、例えば、ポリ乳酸重合体及び／又は共重合体を主
成分とし、これに　ポリエチレン、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体、そのアイオノ
マー、エチレン・酢酸ビニル共重合体、エチレン・不飽和カルボン酸エステル共重合体等
のエチレン系重合体やその他のポリオレフィンを配合した樹脂組成物を例示することがで
きる。
【００３７】
　又、ポリ乳酸樹脂の層を含む積層体からなる容器等の成型体の場合、その積層構成例と
しては、例えば、
　紙、ＰＥＴ、ナイロン、ポリプロピレン等の基材層／ポリ乳酸樹脂層、基材層／Ａｌ箔
等の中間層／ポリ乳酸樹脂層、ポリ乳酸樹脂層／基材層／ポリ乳酸樹脂層、ポリ乳酸樹脂
層／中間層／基材層／中間層／ポリ乳酸樹脂層等の層構成のものを挙げることができる。
　容器本体が、紙基材に直接又は中間層を介してポリ乳酸樹脂を表面コートしてなるもの
を本発明の前記積層蓋体で封止した態様の密封容器は、内容物保護性に優れ、易開封性容
器に要求される好適なシール強度を保持し、然も開封が容易で剥離の際良好な剥離感を与
え、且つ開封部にシーラントを残存させず極めて優れた性能を示す。
【００３８】
　上記本発明の易開封性ポリ乳酸樹脂密封容器は、本発明のシーラント単体フィルムやシ
ーラント表層を有する積層体又は蓋体を前記ポリ乳酸樹脂容器本体やポリ乳酸樹脂層を有
する積層体容器本体の開口部に、例えば、ヒートシーラーを用いて、適度な加圧、加温条
件下にヒートシールすることにより作製する。
【実施例】
【００３９】
「実施例１」
　エチレン・メタクリル酸・アクリル酸イソブチル三元共重合体（Ａ）（メタクリル酸含
量１０重量％、アクリル酸イソブチル含量１０重量％、ＭＦＲ３６ｇ／１０分）４８重量
部、低密度ポリエチレン（商品名：１６ＳＰＯ、プライムポリマー（株）社製、密度９２
３ｋｇ／ｍ3、ＭＦＲ４．５ｇ／分）２６重量部と低結晶性α－オレフィン共重合体（商
品名：タフマーＡ４０８５、三井化学（株）社製）１０重量部との樹脂混合物（Ｂ）（３
６重量部）及び粘着付与樹脂（Ｃ）（水素添加芳香族炭化水素樹脂、環球法軟化点；１１
５℃：商品名：アルコンＡＭ１：荒川化学（株）社製）１６重量部を混合し、これにスリ
ップ剤（Ｎーオレイルパルミトアミド：日本精化（株）社製）８０００ｐｐｍと離ロール
剤（ベヘニン酸アミド：Ｗｉｔｃｏ製）３０００ｐｐｍを加えて押出機で１４０℃にて溶
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融混練し、ペレット化した。
　この組成物のＭＦＲは３２ｇ／１０分であった。
尚　本実施例でＭＦＲはＪＩＳ　Ｋ７２１０に準拠し、１９０℃、２１６０ｇ荷重の条件
で測定した。
　次にこの組成物を加工温度２５０℃、加工速度８０ｍ／分で押出ラミネート加工により
片アート紙（７９．１ｇ／ｍ２）／ポリエチレン層（ＬＤＰＥ　20　μｍ）／アルミニウ
ム箔（Ａｌ　7　μｍ）／組成物（２５μｍ）の積層体を得た。
　次に厚さ３５ｍｍのポリ乳酸樹脂シート（中央化学社製）に上記試料フィルムを重ね合
わせ表１に示す各温度でシール（ゲージ）圧０．３ＭＰａ、シール時間１．０秒の条件下
にヒートシールして積層体を得た。
　この積層体から前記試料フィルム部分を剥離したときの剥離強度を測定した。
　結果を表１に示す。
【表１】

　　剥離強度測定条件：剥離速度300ｍｍ／分、T型剥離
　ヨーグルトやジュース等を充填した紙コップ等の易開封性容器の容器蓋に於ける剥離強
度は一般に３～２０Ｎ／１５ｍｍ程度が適正値とされており、表１の結果から、本発明に
係るシーラントは乳酸樹脂表面に対し適正な接着性を示すことが判る。
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